
医学部医学科アドミッション・ポリシー 

 

【求める人材像】 

医学部医学科では、地域医療に貢献する人材や、世界をリードする医師・研究者を養成することを

教育目標とし、これを実現するため、以下のような資質・能力を持った学生を受け入れます。 

（１）高度な倫理観に裏付けられた豊かな人間性を持ち、組織においてリーダーシップを発揮できる

者 

（２）医学科の教育課程を履修するに必要な高度な学力、知性および語学力を有する者 

（３）医学の進歩に貢献するとの強い信念を持ち、それを実現する行動力を有する者 

（４）多様な価値観を受け入れる柔軟性と知への探究心、自由で豊かな発想力を持ち、創造性を発揮

できる者 

（５）社会における自らの役割を理解し、協調性と責任感をもってそれに貢献する意欲のある者 

 

【入学者選抜の基本方針】 

上記のような人材を受け入れ、また多様な学生を確保するため、国内の学生においては一般選抜と

学校推薦型選抜による入試を行います。 

また、学生の学習環境としてグローバルな多様性を確保するため、私費外国人留学生特別入試を行

い、医学とその他の関連学問分野との融合を図るため、学士編入学試験を行います。 

 

【具体的選抜方法と、資質・能力との関係】 

１．一般選抜では、特に（２）、（３）を重視し、大学入学共通テストで（２）を、個別テストで（２）

を、面接において（１）、（３）、（４）、（５）に関する資質を評価し、選抜を行います。 

２．学校推薦型選抜では、特に（１）、（４）を重視し、大学入学共通テストで（２）を、面接で（１）、

（３）、（４）、（５）を、小論文で（２）、（３）、（４）を、調査書で（１）、（２）、（３）、（５）を、

推薦書で（１）、（２）、（３）、（５）を評価し総合的に判定します。  


